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図l かご意匠｢デラックススター+(アスト 図2 かご室運転盤

ロシリーズ)

'80fl二代でのビル施設の共通した技術課題である｢省エネ′しキーー･告スへ-･

ス･･l心塵件･安全件の追究+に対応して,ビル施設の小の二上要設備である

エレベーター,エスカレー一夕ーノ之び空湘設備にも,新製品か続々と開発,

聾望占占化されてし､る｡

なかでも,規格形エレベーター,高速直流エレベ【ター,人形空冷ヒM

トポンプ式スクリュ【チラーユニットなどに見るように,マイクロコンピ

ュータ制御,超高岡披ドアセンサ,音声†十戒などエレクトロニクス技術を
高度に採用し,システム効やの向_卜,機能の多様化及び安全件の確保を止二

巾Jする傾向が顕著である｡

圭ずエレベーークーに一ノいては､設こ罵子i放で人きなシェアを誇る睨松形エ

レベーター｢ビルエース_Jを,発売以未20周年ミを機に仝佃的にモデルチェ

ンジし,二二重系構成のマイクロコンヒュ一夕システムのもつ高機能をJ占に.

新鮮なデザイ ンと,きめ細かな+二人を凝J)Lて用途にI心じた幅泣こい顧省間

/＼の対応をロJ能とした｡特に属性なエレクトロニクス托術を恥使Lた新た

な什ノ州機能と多様な意忙が(け評を得ている_二 また,岳速l子1二流エレベーター

グ)制御装置放び仝【-′1動肝腎理方∫〔に∴_毛糸システムをもつマイクロコンヒ

1一夕を才末梢した製品も好.拝真に様剣突常子を挙げてし､る._つ

一一ノJ‾,建築姓準法施】二1ナグ)収1トミ公布による｢墟築物のl肘i真規フヒ+t横化収

｢汀に作い,実証試験をもとに耐)霊地化構造を碓､ンニL,彗望.1い二適梢Lてし､る｡
また,ビルの外装を華やかに彩る駁し習川エレベーターは,ショ･ノヒングセ

ンターーなどで良三内岨望を兼ねた動く インテリアとLての需要が坤川1したっ

安全件の向上,省エネルギー及び省スペース化を図ったⅤ形エスカレ】

ターは,好評のうちに数多くの稼動実績を挙げているが,新たにⅤ-EN形

エスカレーターを開発し製品化した｡二れは,ハンドレールフレームを全

廃し,欄干を全面オうスで構成した-【U二界でも-最も軽1央なデザインをもった

仝透明エスカレーターである｡また,女1モ性,耐久性を高めたVS形オート

ラインを開発し,特にショ､ソビングセンタM向けとして傾斜Jじ透明オート

ラインを納入し≠け評を博した｡

また,電力需要ピーク対策と,郁JJガスの夏季;需要増加一策とを兼ねた′ト

形二重効用冷7且水ユニットや,太陽熱を一最も有効に利肝叶能な太陽熱再生

器付直だき吸収式冷i且水ユニット,新しいL吸収サイクルの採朋により,部

分負荷領域でも大帖な省エネルギ【を達成した大形蒸気二重効川け及収式i令

i東機シリーズなど,空調機分野も技術開発は目覚ましいものがあり,かつ

壁埋込形業務用空調機｢日立ロスフリーー+などに見られるように,コンパク

トで新Lい感覚にi満ちた意匠改善い告発に行なわれた｡
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エレベーター･

エスカレーター

規格形エレベーター｢ピノレエー

ス+新モデノレの開発

規格形エレベータ【｢ビルエース+

は昭和36年発売以来20同年を迎えた｡

二れを機に乗用,住二主用,潅台用の仝

機純にわたるモデルチェンジを行ない,

昭和56年10月1日から発売した｡

ノト回のモデルチェンジは,二重系構

成のマイクロコンピュータシステムの

もつ高い機能を基本に､J安全で利用薪

と｢心の通う+エレベーターを日精し,

ハードウェア,ソフトウエアl和面にわ

たりきめ柵かな工夫を凝らしている｡

かご宅は,高級化粗鋼枇の側板と,

1構とし目地構造の採用により,耐久怖

があり質!喪にイ奉れた意l斥とし,新しい

3椎頬のデラ､ソクス大井意悍との組合

せにより,用途に応じたi蟹沢ができ,

幅広い顧客層への対応を可能にしてい

る(図1)｡

乗育との触れ合いが最も多いかご内

運転態とインジケータは,表面カバー

にシlソクなブロンズ調カラ【アルミを,

表示灯にシャ【プな発光ダイオードを,

ボタンにストロークの小さい｢センシ

ティブタッチボタン+をそれぞれ採用

し,新鮮なデザインと操作惟をマ､ソチ

させた(区12)｡

また,大形コンピュータによるシミ

ュレーション解析などにより技術開発

をいっそう進め,かご,巻上機,電動
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図3 マイクロコン

ピュータ制御直;充エ

レベーターの制御装

置

繁

＼

＼

機の重量低減を行ない,省資材,省エ

ネルギー化指向の設計としている｡

一方,高度なエレクトロニクス技術

を駆使した超音波ドアセーフティ,初期

微動感知地震時管制運転,ICオートア

ナウンスなどの新しし､付加仕様も充実

させ,用途に応じてより安全で,より

使いやすいエレベーターが,手軽に選

択できるようにした｡

マイクロコンピュータ制御直;充

エレベーターの納入

中層ビルや高層･大規模ビルに使用

されている直流エレベ【ターの制御装

置を,マイクロコンピュータ化した第

1号機を都内･荻窪駅北口地区市街地

再開発に納入した｡

マイクロコンピュータ制御直流エレ

ベーターの特長は,

(1)各エレベーターの運転を制御する

号機制御装置及び複数のエレベーター

を,有機的に管理制御する群管理制御

装置に,二重系で構成したマイクロコ

ンピュータシステムをj采用し,安全性,

信束副生を高めた(図3)｡

(2)マイクロコンピュータ化により制

御装置の占有面積が30%以上低i成でき

図5 ショッピングストアの店内に設置された展望用エレ

ベーター

り防止などに対する耐震強化構造を確

_在し,製品に滝田した｢-

図4 大形振動台に

よる耐震実証試験

た(当社,従来対比)｡また,装帯の静

止化により電力消費量も大幅に低減で

きた｡

このマイクロコンピュータ制御商流

エレベーターは,今後,北九州l打第2

庁舎,新宿NSビルなど,続々納入,

稼動の予完三となっている｡

建築基準法施行令改正に伴う

エレベーターの而寸震弓貞イヒ

新耐震設計法を全面的に導人した建

築基準法施行令の-一部改正(昭和56年

6月1日施行)により,建築物に対す

る耐震規定の強化改言丁とともに,エレ

ベーターについても耐震規定が盛り込

まれた｡日立製作所では,この法令改

正に基づいて新たに策定された｢エレ

ベーター耐震設計･施工指針+に準拠

する耐震計算に加え,かねてから大形

振動台(図4)及び反力壁を用いて行な

っていた耐震実証試験結果を盛り込み,

耐震強化を図った｡その結果,建築物

の地震応符を考慮して,(1)一巻上磯,制

御盤などの移動及び転倒防止,(2)かご

及びつりあいおもりのフグイドレⅦルか

らの外れ防止,(3)ロープ,テールコー

ドなどの昇降路内突出物への引っ#卜か

標準展望用エレベーターの

シリーズイヒ

ビルク)外装を華やかに彩る展望用エ

レベーターは,各地で幅広く採用され

てきたが,最近ではショソビングセン

ターなどで,屋内展甥を一兼ねた｢動く

イ ンテリア+とLて設吊されることか

多くなっている｡

日1二製作所では標準シリーーズとして,

定員9人,11人,13人及び15八､速度

45m/min,60m/minの機椎をそろえ,

かご宇は,隅丸形及び広い視野が得ら

れる六角形を基本形北としたL,かご外

装を彩るイルミネーションには,数柿

類を標準装備L､ビルのイメージにマ

ッチしやすいようにした(図5)｡

新∨-EN形エスカレーターの

完成

最近のエスカレ【ターは,高機能作

と省エネルギー及び省スペースの要求

に加えて,多様化する建築内装に調和

するフ7＼ソション性が強く求められる

ようになってきた｡特に,エスカレー

ターの必要性が高くなっている最近の

ショ
ッピングセンターでは,明るく,

解放的なイメ【ンが基調となっており,

これに調和する軽快な欄干デザインが

必要とされている｡

新Ⅴ-EN形エスカレータ【は,二れ
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図7 ショッピングセンターに納入したVS形日立オートライン

レ､J･グ‾)新しいニーースに対L仁Lて開発きれ

たもグ〕で,二れ圭でハント し--ルノノ′束

lノ､川与㌧に輔いてい/ニフレームを仝l重し､

欄】▲一プ‾〕仝1如をカ■ラスノ､ネルたけてイ掛戊

し/二件界でも最も餌代ち▲テサイ ン7)皇

■杢l】月∫〔エスカレーターてある･:図6
〉

二･グ川朴｢形態｢ま,クラスクうノ至川J態と′､

ント レー/しノ‾)動線を∫リ〉みに調印させた

ノ､イセン て′)テサイ ン であり,従来か

ご)高く.拝価されている∠左令作と乗り心

地放び高†iて蛎H三ヒあいまって.幅正二い用

途に才采梢されるもク)と期待されている｡

日立オートライン(動く歩道)の
普及

安全件と乗り心地に優れた′ヾレ･ノト

式のオートライン(動くユレ通)は,10牛

以上二にわたって数多くプ〕′実績を範ねて

き仁か,/卜何新Lく省エネ′しキー形駆

動装置を抹鞘するととい二,爛‾†▲･,踏

枇などをすべてステンレス製とLた安

全件､｢耐久件を高め′二VS汗壬オーートラ

インを開発した一国7)

本す一トライ ンは,昭和56勺二間港IJ

たシンカ'､十---ルのチャンキ桂川祭`′た港に

36T乙r納入Lて稼動中であるか.‥三J内で
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図8 60R‾｢)令温水ユニット(屋外設置形)
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図9 特別省エネルギー形日立二重効用吸収式ノ令凍機

ニまわ タ フ ラモーーーノし ン ±
l〕/′ フ+_二+タ

イi川､トーー1′てコ束松1二I.1‾f
.1ごノいi､

扇f壱シー､ノてコ攻IH/∃ ′ヒニ ノセニ ノ

ーー∴二納入r_､ン
ヨ ヒJフセ/クーーて

ノ‾)糾しし▲刷開け壬態土rノ‾てi_真二H子才してい

る ニスし∴ノノン ヨ ノ′ ヒ/ソセニ ダーーこ二

納入きれ′二他糾∫＼ノJ土一.垂明爛I‾▲什壬す一

トライ ン+エ,従米:二な■カ･-ニたJ抑勺ノJ券

l軋;ミキ作り汁トナヒ ヒ L∴ エスカレーー一

夕ーとは遥一ノノ′二憤f】j仁■交通機関上 し て

!け詐を博しており.今後こ- ヨ ノヒン ノー

セエ アーープ1交通機関と し′ニュスカし-一

夕ーーと と い二奉安仁■子音′剖を果ナニすと.ノ､)

±矧持される

空 調

30～70RT冷温水ユニットの完成

抜手ノ〕電力‾イこ址り策,都心クス7ノ詫言

安増加策とLて,100RT以トノ)小′ト茶

道範【珂‾‾こ､グ)[吸収JtJて†横手幾･プ_)要請ご二二/二

え,郁l†Jカスあるい｢まイ+油そ熱糠iミヤ≠i村

±する30～70RT､iナ～Jd.水ユニ ′トノノンリ

ース､を`ノ亡攻し/二

本概こよ,岳効ヰ ◆.車利鞘サー ノ･■巳

ラレ′しフローー.r､■引･′絹巨r上く≠ア軽骨(.十ト･七

エフセノLノ汀･･も▲とノJす右トH､′㌻理自りな機器

批;呂:ノゝ･ヒ亡二より､什米 一重香川Jに比べ

燃料1tli質量を40レク仏滅L,圭た,設置面

枯を従米比40′ノウi域･60RTJ土′ト形化L

ている 圭/∴†-て1勅柚気システム,耕･

しぃ1岐リjサイクル′)抹汀jち.･とによIj､

推fl叶ト､化∴ト件ノノ巾jl二を川っているし.

イゝン ノ
ー‾ろご土､30､70RTし′′)範岡を5

鵬仲て桃攻し てJJり､k三外設i引干壬(外

装カノ＼-イ寸･も作准化しているし匡18)｡

省エネルギー形

日立二重効用吸収式j令凍機の開発

止与ソjエ不/しキーー単価7)高騰に作い,

′空調ノ〕主機となる峨叫丈式÷台一束機も省エ

ネ′しキーー化7ノ要求か馬主っている`_.

ニノ)要請に二/二えるた･め,告エネル

キーー化に過した新しいl吸収サイク/しを

発明L,従来機比15%告エネルキー化

を実.脱し/二特別省エネ′しキー形蒸気二

重利鞘†lノ糾丈式JiTl東機シリース■(300～

1,000Rrr)を開発L/二こ:

本シリ
ーく､グ‾′〉1号機として,500RT

Xl了午;を束銀座地[基地城冶塙用とLて

東京カ､､て株式会社∴＼納入した(ノ図9)｢__

本機プ′特長は.(1)従来機比15qo省エ
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図12 業務用空調換気扇｢日立ロスフリー+
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(a)混合ダンハの外観鬼ひリンク構構

図Il 開発したi昆合ダンパ及び混合タンパをイ重用】ノた外気利鞘冷房システム

ネ′しキ【-〈(｢りPl.3)化し.ナニ′件界吊イ7i′さナノ

ヰ=√,(2)部つ)白.仰′抑キミろノrユ1▲洋才ふユ多

仲間範岡Ifl荷ヰく50--60〃(ノ■･∴ fJ仁車轢

比20のゎ石工†･･■しキーー化一

法は従来機ヒ同一一一ち･ヒ′

地.域i令り手間′ナニ‾けこ㌔Lご

Jiし､,十干′し.病院ユ

哨など.1帖†J二い′ゾ甲トー

ハる

ナニ【■3)ケいl二三･J

･ふる イ＼二十鞘ご土

嘩虹帖f‾r与1

〕リ;?･.洞★:ノト晋‡

】埴哨1･町け‡羊

大形空冷ヒートポンプ式

スクリューチラーユニットの開発

省エネノLキ･一化･ご7う叶三き｢1モ.1雪く.講かj卓享壬

る中て,環+‾て別斗亡ニー蚕ブし刊ヰて小一⊥いゝ種

転か可能ち･りた;令ヒーート十こ ∴7(ニキし卜]‾る

期待か人き く ち･一-ノている｢ニニ7‾-たダー),

エネルキーー消常軌率シり1て-いフ∴二7リ ー7_--

r古林機を開発し,ニハ_キ搭.f#-_/二30､ノ

90kWまでク‾)子ろ-1二 ′ 卜6憮柿キ朋

党Lた｢図10〕二､

本シり-ででは告エ†､′しキーー 化与周

るため､特一汁8什レ'けiか数′-7ノ)枯糾托

術か織り.;ちまれノている､二‾トち･特にキニクニ

に述/こる､

(1=折しく開発し7二ぉき‾‾ロータ5付佑,

めすロータ6仲南グ､-7､クIl.｢---ト1iプ琳曜

(1り混合ダンパを使用Lた外気冷房システムの基本フロー

ニ7〉柑別に上り.工ナ′し キーー満子?′妄小手ミキ

fノ〔ヰ′二ニニ【)～i‥子好郎-ぺ上り5ウゥl｢り卜与サ′二

(′2■■1｢フィウワニプニ ーニ

L-一夕ご丁､†右仰ごこよ
り

吊､t†′Lキー一 別御与子j▲■1､L】 √トf川杓20

り

′'一行一丁･す
■L ヤーーーノ‥り■能亡二㌔･-

ナl

(3=卜柏糾+-l･こごこり∴ 人Ir】F.毒ノ★･帆j‾阜■･こ軌化ケ

ぎ1ズIJ_二

省エネルギー空調用混合ダンパ

の開発

車プt7邑′卜■11ノ､,ごきい′屯†'一部-1=榔系プ‾)‾l▲_

暢ヾ/一子ノ､一 卜1_lヒ‾T r∴ を乍1､ノ.ケトニも

ご丁㌻ト小峯･巨′三キー子+二ち･1域｢ナナノ､'ありそ･ク‾)し

き亡二ご士1三′fエ,‡土=ち帆ざ/‖†こ二丁一外1ミキ鳩追取

り/､ブト‾∴ 告エナーⅠ一-キーー化キlズトノて1v

る_ 叫/1iは叫二川j,,還1t椚.排1も岡ク､)

√ノ)々二∴＼て待てク'･吼旨て丁を制御する

丁‾･-､1-一一般的て才1る1i.二才一てご土?た.弼シ

ウ､子∠･〇フ);糾御か稗牲(ニキる′′･∴l†】二かある′_.

そ二丁＼ク ン′･＼･ニ7一帖道ノ･之㌧L･'御‖封叩‡ミキ

怖々仲こ†し､1仙･ニ‾)ユニソトて-外1も.

還1t､排′:t′‾′J存吼Fまを幣川i_∴ しかも

】ト稚に制御丁きるiほ†ナケン/､図11(a)を

軒卜:二川栄一〉7∴ ロート抑b)(ま汁l三rチタンノ､

を=し ′二外1毛利呵iてナr-ナチン7､子ムの･例

て'才一ちカミ ニrソ､･′まか.1il勺ケ1C(1?プ‾)旅

1捕り御シてテムにい打何て･きる.木シ

ステムほコン ヒュー一夕F別御か不払てあ

1)､税/1三種設小の[トエ;兇作付りこ什ヒ/し

トニもす末｢書Jさjしノニいる_.

業務用空調換気扇

｢日立ロスフリー+の発売

根1t紫芯は川過ち･j二旨呈+`ら一こを維jl与する卜

てウJく ニ ヒグ)てきないもグ)であるか,

エ■アコニ テ ィ シ
ョ十-グ〕粁他に什い,

椎1いこよる熱ロてか人きフユ･汀り超ヒち･ノーノ

てきている′､二の.ようなlい湯ニーて一に

二/二えるた夕).排1い二含まれる熱エネ

ルキ∴-を効率良く州似て･さる(うモ熟女

櫓J｢一三)L[1順二潜熱熱交換器を内儀した業

務同′ノた凋根ニtちJニi｢｢トンニロスフ‥r-11を

1こ成し,蹄‡邑プこl一た(図12トっ

Fトエロスフリー--+は,葉務川とLて

ごま業界納のl即Flt込彬て‾コンノ(■クト化さ

れており,粍11宗二230m二りhでfJ.,1.性交絶

句率70ウゎ.ェンタJしと交椎幼年く60ワむ(‾い

ずれも60H7､強ノ･ソ十)の稲作能をも

一-1ているニヒかご-J､【拝務巾卜遊j■‾立場,

喫茶柄,1桶院ち･と‡h=ナに大きな7宗要か

糊桔できる._
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